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１．教員紹介・主な研究分野  
 2003 年 3 月熊本大学教育学部生涯スポーツ福祉過程卒業．2005 年 3 月福岡県立大学大学院

人間社会学研究科修士課程修了，修士（福祉社会学）．2023 年 3 月久留米大学大学院比較文化

研究科後期博士課程修了，博士（保健福祉学）． 
私は現在，高齢者福祉と社会福祉教育を主な研究分野としています．高齢者福祉分野では，

自らの意見を表明出来にくい認知症高齢者の権利擁護を推進していく必要性を踏まえ，「高齢者

虐待の防止に向けた課題」について研究を進めています．特に，虐待通報・相談等件数及び虐

待判断件数は増加傾向にある入所施設の職員に焦点を当て，「施設内虐待防止に向けたセルフチ

ェックシステムの開発」について研究に取り組んでいます． 
また，社会福祉教育分野では，社会福祉士の実習教育のあり方にも取り組んできました．こ

れまでの具体的な取組みとして，「福岡県内の社会福祉施設におけるボランティアの受入れ実態

に関する調査研究」，「福岡県立大学社会福祉学科学生のボランティア意識に関する調査研究」

及び「社会福祉士養成における相談援助実習の実習内容の課題」等の研究を実施してきました．

今後も継続して，社会福祉専門職養成としての実習のあり方や学生に対する実習教育方法，及

び実習受入れ側の施設等との連携のあり方等を研究テーマとして取り組んでいきたいと考えて

います． 
 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文 
・ 松岡佐智（2023）「第 11 章精神保健福祉」鬼﨑信好・本郷秀和編『コメディカルのための社会

福祉概論 第 5 版』講談社，165-178． 
・ 飯干真冬花・本郷秀和・松岡佐智（2023）「感染症流行下の相談援助実習の課題と実習指導者へ

の期待－Ａ大学における 2013-2021 年度実習後アンケート調査を通じて－」『福岡県社会福祉

士会研究誌』（2023 年 3 月発行予定）． 
・ 本郷秀和・飯干真冬花・松岡佐智（2022）「実習領域別にみる相談援助実習の課題 ―Ａ大学に

おける 2013-2021 年度実習後アンケート調査の概観―」『福岡県立大学人間社会学部紀要』31 
(1), 91-102. 

・ 松岡佐智（2022）「介護老人福祉施設における施設内虐待防止策に関する一考察 －施設長イン

タビュー調査から－」『九州社会福祉学』第 18 号，33-47. 
・ 松岡佐智（2021）「介護老人福祉施設における介護職員の虐待防止意識に影響を与える要因」『福

岡県立大学人間社会学部紀要』30(1)，103-112. 
・ 松岡佐智（2021）「施設内虐待の発生要因と予防策に対する介護老人福祉施設職員の認識の比較 

－施設長・生活相談員・主任介護職員による自由記述の分析－」『九州社会福祉学』第 17 号，

15-28． 
・ 松岡佐智（2020）「施設内虐待の発生要因と防止策の課題－高齢者虐待に関する先行研究等の整

理から－」『福岡県立大学人間社会学部紀要』29(1)，35-44． 



 ②その他最近の業績 
 <辞典> 
・ 九州社会福祉研究会（編）（2022）『現代社会福祉用語辞典 第 3 版』，学文社． 

 
 ③過去の主要業績 
・ 松岡佐智・本郷秀和（2020）「介護老人福祉施設における施設内虐待防止に向けた課題－施設内

虐待の要因に対する施設長・生活相談員・主任介護職員の認識の比較－」『高齢者虐待防止研究』

16(1)，55-67． 
・ 秋竹純・本郷秀和・松岡佐智（2019）「有料老人ホーム職員のバーンアウト傾向と認知症高齢者

へのケアの状況 : 調査結果にみる施設内虐待の予防に向けた課題」『地域ケアリング』21(8)，
北陸社，64-68． 

・ 松岡佐智・本郷秀和・畑香理・田中将太（2018）「高齢者虐待における地域包括支援センターと

介護支援専門員の連携の意義と課題‐地域包括支援センター におけるインタビュー調査を通

して‐」『高齢者虐待防止研究』14(1)，36-48． 
 
３．外部研究資金 

  

①2020－2023 年度 科学研究費補助金（学術研究助成基金助成金）若手研究，交付金額 1690 千

円「施設内虐待の兆候発見に向けたセルフチェックシートの開発に関する研究」，研究代表者． 
②2019－2023 年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）基盤研究 C，交付金額 
4,420 千円，「地域包括ケアシステム推進下における介護系 NPO の役割」，本郷秀和・鬼﨑信

好・村山浩一郎・松岡佐智・畑香理・田中将太・梶原浩介・島﨑剛． 
 
４．受賞 

 
５．所属学会 
 日本社会福祉学会，日本高齢者虐待防止学会，日本地域福祉学会，日本介護福祉学会 

 
６．担当授業科目 

 

「ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ」(2 単位・1 年前期），「ソーシャルワーク演習 A」(1 単

位・1 年後期），「ソーシャルワーク実習指導Ⅰ」（2 単位・2 年通年），「ソーシャルワークの理

論と方法 C」(2 単位・2 年後期)，「相談援助実習指導Ⅱ」(1 単位・3 年通年) ，「相談援助実習」

(4 単位，3 年通年），「ソーシャルワーク実習 A」（2 単位，2 年後期），「相談援助演習 C」(1 単

位，3 年後期），「社会福祉学演習」（4 単位，3 年通年），「福祉専門職特講 A」（2 単位、3 年後

期），「福祉専門職特講 B」（2 単位、4 年前期），「卒業論文」(6 単位・4 年後期） 
 
 
 
 



７．社会貢献活動 

 
・北九州市社会福祉協議会 ふれあいネットワーク活動推進事業第三者評価委員会 委員 
・福岡県日常生活自立支援事業契約締結審査会 委員 
・福岡県社会福祉士会『福岡県社会福祉士会研究誌』査読委員 

 
８．学外講義・講演 

 
・（公財）福岡県人権啓発情報センター 人権相談従事職員研修「対人援助技法Ⅲ（演習）」 
・飯塚市鎮西地区福祉ネットワーク委員会主催研修講師，「高齢者の虐待について」 

 
９．附属研究所の活動等 

 


